学習ルール

	短期目標
	授業前テスト、デイリーテスト、コアプラス確認テストで正答率8割以上とる！

	中期目標
	●年生の間に「偏差値●以上」を安定させ、●年生への土台を作る。

	長期目標
	「●●合格」という未来の自分を信じて、目の前の学習を楽しむ。



１．勉強に対する姿勢（自立へのステップ）
（１）勉強中は集中する
勉強時間中は「ただ黙って座る」のではなく、「何を達成するために今ペンを動かしているか」を常に意識する。集中が切れたら、タイマーをセットして5分だけ休憩し、ダラダラとテレビを見続ける「脳のシャットダウン」を防ぐ。
（２）好奇心を活用する
 勉強と日常生活を紐づける（理科の現象など）。「なぜ？」を大切にすることで、勉強が「やらされるもの」から「世界を理解するツール」に変える。

２．科目別・具体的な取り組み方（出力の質を上げる）
（１）算数：図・式・プロセスの可視化
①頭の中だけで考えず、必ず「線分図・面積図・表」を書き出す。
②式を書く際は「計算スペース」と「思考プロセス（なぜその式にしたか）」を分けて書く。
③説明する際は「この条件があったから、この式を立てた」という論理の組み立てを意識する。
（２）理科：現象の本質理解
①単なる用語暗記で終わらせない。「現象」とその「理由」をセットで口頭説明する。
②図・グラフを自力で再現できるようにする。
（３）暗記系（夜・朝2周サイクル）
①【夜】間違えた問題をチェックし、なぜ間違えたかを確認。
②【翌朝】「なぜ間違えたか」を思い出しながら解き直し、正解できるまで繰り返す。

３．テスト・演習の戦略
（１）テストは常に「本番」だと思う
 すべての小テストを「本番」だと思って点数にこだわって取り組む。
（２）翌日見直しルールの徹底
 テスト直後の「あー、わかった！」を「自分の言葉で再現できる」状態まで持っていく。翌朝に同じ問題を解き、自力で完結させたら「完璧（カンペキ）」とする。

４．プラスαの精神
 計画した勉強を「シャキシャキ（集中）」して終わらせて＋αに取り組めるようにする。＋αができればライバルに差をつけられる
以上
